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心臓磁気共鳴画像診断法(Cardiac Magnetic Resonance Imaging; CMRI)
において，通常，体血流量(Qs)は上行大動脈通過血流量(Qaao)に相当する
が，大動脈弁狭窄による乱流や各種短絡などは Qaao の正確な測定の妨げ
となる.本研究では心臓 MRI 位相画像法を用いて体血流量の測定方法を検
討した. 
対象と方法：2010 年から 2011 年まで CMRI を施行した 73 例.年齢は 0 ヵ
月～72歳(中央値 7 歳)，体重は 2.0～77.4 ㎏(中央値 21.8㎏)，男女比は
37：36.Qaao，下行大動脈血流量(Qdao)，上大静脈血流量(Qsvc)，および
下大静脈血流量(Qivc)について位相画像法を用いて計測し，Qsが Qsvcと
Qdaoの合計から推定可能かを検討した.また CineMRI法で測定した左室一
回拍出量(LVSV)と Qaaoの関連を検討した.撮影はは 3.0T，1.5TMRI機器を，
信号収集系列は Fastcard PC法を，LVSV 測定は CineMRI 法を使用した.結
果： LVSV と Qaao，LVSV と Qivc＋Qdao，Qsvc+Qivc と Qaao，Qsvc+Qdao
と Qaao は，各相関係数 r＝0.98＊，0.92＊，0.93＊，0.97＊と強い相関を認
め(*:p<0.001)，Bland-Altman分析で一致を確認した. 
考察：CineMRI 法を用いて LVSV を測定することで CMRI-PC 法で測定され
た Qaaoの正確性を確認した.CMRI-PC法にて大血管各部位の血流量を正確
に計測することができた.Qsは Qsvcと Qdaoの加算値に一致することが証
明できた.心臓カテーテル検査では測定困難な肺動脈閉鎖や大動脈弁狭窄
などの疾患群でも，上大静脈と下大静脈または下行大動脈の血流量を計測
することで，Qs の計測が可能になり，各種疾患群への応用が期待できる
ことが判明した.  
 以上の結果から，Qaaoが測定不可能な疾患群でも Qs を算出することが
可能であり，各種先天性心疾患手術前後の評価に応用が期待できる. 
結語： 心臓 MRI 位相画像法を用いることにより上大静脈および下行大動
脈の血流量測定をすることで体血流量の測定が可能になる. 
